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多包条虫症の疫学的検討のための北海道小清水町における肉食動物3種の糞分析
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A bstr a ct
As a n epide miologlC al study of alv e olarr
echin oc o cc osis in Hok kaido･ Japan･ fe c e s ofthre e spe cies of car nivores
were collected in･KoshimizuTow n, wher ethis zo o n o sis is highly prevalent. Of the 126 fe cal sa mples, 6, 1 1 8and 2
sa mples-w er e
l
of red foxe s(Vu)pes vulpes), dogs and c ats, r e spe ctively, ba s ed o nthe c ollec ting site, siz e and fe ature
ofgu ard hairs ofca rnivo r esdetectedfro mthe m, Up pe rm olars and/orgu ard hairs ofgrayr ed
-ba c串ed v oles(ClethI
'
Lo n o mys
Tufo ca n us) were obtain ed fro mthe tw ofeces of foxe s, s eve n ofdogs and o n e ofa c at. Gu ard hairs ofs mall Japan ese
field mice(Apode m us atgenteu s) w er edetected fr o m e a ch on e fec es of a fox a nd a中og. Up per m olars and guard
hairs of n ort hern red-ba cked voles(C. T ut)
'
1u s)andgu ard hairs of large Japa n es efield mice(A･ spec)
'
o sus)w ere obtained
fr o m ea ch o ne feces of fo x es. T hesewildrodents, e xc ept forA ･ spec )
'
o s u s, ar einter m ediate hosts of Ech)
'





s in Hokkaido, s othat it is importa nt that they w er e e ate n by n ot o nly the wi ld fox es, but als othe
do m estic ated dogs and cats.
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あり, 北方圏を中心 に世界各地に見られ､ 日永で は北海道を
中心に多くの患者が知られて い る (山下､ 1978;大林､ 1986;
て
神谷ら､ 2002など)｡ 北海道における主要な終宿主は アカギ
ツネVulpes vu)pesの 亜種キタキ ツネV. vu)pes schrenck)
'





o n o mys rufo can usの 亜種 エ ゾヤ チネズミC.
r ufoca nusbedfordl
'
a 巳 他に ミカドネズミC. rut)
'





r e x) に摂取されると､ その体内で貯化し､
肝臓などに寄生して幼虫であ る多包虫 に発育す る｡ ヒ ト はヤ
チネズミ類と同様に虫卵を摂取する ことによ っ て感染する が､
正常な中間宿主で はない ため ､ 肝臓や脳など様々 な寄生部位
で幼虫か発育し､ 部位によ っ て 異なる様々 な症状を起こす｡
多く は 重篤な転帰をとり死 に至る場合も多く､ これま で に 北
海道だけで少なくとも412人 の患者が認定され て い るが ､ こ
れ は実際に は ほ んの 一 部で あると考えられて い る (神谷ら,
2002)0
こ の よ うな疾病の感染を予防する に は ､ 野外に お ける各宿
主動物の感染状況とそれらの生態学的関係に関す る理解､ 特
に中間宿主と終宿主の被食者 一 掃食者関係の把握が重要で あ
る｡ これま で に キ ツ ネとヤチネズ ミ類の関係に つ い て は前者
の食性分析を中心にして多くの研究があり (Abe､ 1 975; 三
沢 ､ 197 9; 米田 ､ 19 78､ 198 2;Yo neda､ 1979､ 198 2a､ b､
1983;米田 ･ 中田､ 1984)､ それら に基 づ い たヤ チネズ ミ類､
特に エ ゾヤチネズ ミ の個体群動態とキツネ に お ける多包条虫
感染率の関係の分析も行われて い る (Saitoh and Takahashi,
199 8)｡ 一 方､ こ の条虫に はキ ツネ以外にも い く つ か の終宿
主 が お り, 北海 道 で はイ ヌCan )
'






s,' ネ コ Fel)
'
s
c a tusお よ びタヌキNycte r e utes pro cyono]
'
de sの 3種の食肉
類が知られて い る (神谷ら､ 20 02)｡ 特に イ ヌ とネ コ は家畜
で あり､ ヒ トq)日常的な生活環境の中で暮らして い る 一 方 で､
* 現 . 鯖江市役所市民課 (〒9 1 6-8 6 6 6福井県鯖江市西山町1 3- 1)
= 北海道大学大学院獣医学研究科寄生虫学研究室 (〒0 6 0-08 1 8札幌市北区北1 8条西 9丁目)
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北海道の多く の農山村地域で はキ ツネやヤチネズ ミ類 の よう
な野生動物と様々な形 で接触して い るため ､ こ の条虫の ヒ ト
へ の感染源として は極 め て重要であ ろうと思われ る｡ しか し､
こ れら の家畜と野生動物との関係は､ こ れまで ほ とんど調査
されて こ なか っ た｡
著者らは北海道に おけ る本症の高度浸淫地で あ る斜里郡小
湊水町に お い て キツ ネ､ ;j ヌ およびネ コ の多数の糞を収集し､
中間宿主とな る動物の検出を中心とした内容分析を行 っ た｡
同時にそれらの嚢がどの動物のも の で ある かを明確にす るた
め に ､ 糞中から検出され る臼歯や被毛の形態を観察した｡ さ
らに ､､ 付近農民 に対す る簡単な聞き取り調査を実施し､ こ れ
らの結果 によ っ て ､ 多包条虫症に関す るそれぞれ の動物の重




小清水町 は北海道の北東部､ 知床半島の基部､ 北緯43度4 0
分 - 57分､ 東経14 4度20分 - 33分 に位置し､ オ ホーツク海 に
面して VA)る. 地形は ほ ぼ平坦で海に向か っ て緩や か に傾斜し
ており､ その 大半を占める丘陵地帯は畑や牧場にな っ て い る｡
それらの農地 の間に は帯状の防風林が発達して お り､ 付近 の
山林と合わせ て ヤ チネズミ類やキツネの生息地 にな っ て い る｡
地表は12月 か ら翌年4月まで積雪で覆われ､ 一 年を通じて雨
は比較的少なく､ 年間降水量 は約 900m mで ､ 年平均気温 は
7. 1℃ で あ る (Yoneda､ 19 82a､ 北海道企画振興部統計課､
Ⅰ991)｡ 翼手類 を除くと21種 の噛乳類が記録されて お り.､ ム
ク ゲネズ ミとタ ヌキを除く上記 のす べ て の宿主動物､ およ び
3種の ア カネズ ミ類 (アカネズ ミApode m u s spe c )
'
o s u s､ ハ ン
トウア カネズ ミA. pe n)
'
ns ula e､ ヒ メ ネズ ミA. all
,
gent e u S)､
ドブ ネズ ミRattus n orveg)
'
cus､ ク マ ネズ ミR. rattus､ ノー
ツ カ ネ ズ ミ Mus mus culusの計8種 の ネズ ミ類が見られ る
(Yoneda､ 1982a)0
190年5月 4日から1991年5月3 日にかけて 4 回の 現地調
査を行い ､ 9 軒の農家の庭先, 家屋周辺､ 畜舎の中､ 防風林
内の キツネ の巣穴周辺 (図 1)､ 山林内の生活廃棄物処理場
(図2) などから動物の糞を拾い集 め ､ 糞粒ごと に ビ ニ ー ル
袋に 入れ､ 重 量計測 の後｣ 危険な寄生虫卵が含まれて い た場
合に備えて80℃ の恒温器内で1時間以上 の加熱処理を行 っ た｡
その後再び重量を計測し､ 安間 (19 80) の方法を参考に Imm
幅の金属製 メ ッ シ ュ 上で30分以上撹拝し､ メ ッ シ ュ 上 に残 っ
た残差を渡紙上 で嘘過し､ 渡航ごと乾燥 し､ 重量を計測した｡
飼育され て い たイ ヌ は､ セ ン トバ ー ナ ー ド1 頭 を除くとす べ
て中型犬 であ っ た｡ 聞き取り調査 は糞の収集を行 っ た農家の
住民に対して ､ イ ヌ やネ コ の 飼育状況､ 家業の形態､ 畜産農
家 の 場合 は ウ シ Bo s [a u r u sの 飼養頭数 ､ 多包条 虫症 の 知識
などに関して行 っ た. ･ま た､ こ れら の 現地調査と同時に付近
の ヤ チネズミ類などの野生小型嘱乳類 の多包虫感染状況を調 ､
査 して お り､ Iw ak i､et al. (1 993) に お い て報告して い る｡
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図1 北海道小清水町防風林内のキタキツネの巣穴
Figurel . A den of red foxes in a windshe[te卜 belt in
Koshimiz uTow n､ Hokkaido､ Japa nl
図 2. 北海道小清水町内の生活廃棄物処理場 と､ そ こで 見 つ
か っ たイ ヌの 糞 (左上)
Figu re 2. Waste pool site in Koshimizu Tow n､ Hokkaido､
Japan and a fecal drop of a dog found in the site
(inset)
(2) 糞中からの検出物の同定方法
キツネ､ イ ヌ , ネ コ を含む多く の食肉類は ､ 毛繕い の際に
自分の体毛を偶然経口的に摂取す る こ とが多く､ その た め糞
中か らも自らの体毛が頻繁に検出され､ 野外で収集された糞
がどの動物のもの で あるかを推定する手がかりになる (安間,
1 980)｡ ネ コ の糞はキ ツネやイ ヌ の もの よりも小さく ､ 識別
が容易 であ るが､ キ ツ ネとイ ヌ の糞は大きさ に大きな差がな
い ｡ その た め､ 識別に供す る目的で検出された食肉類の刺毛
の中央部を光学顕微鏡で観察し (図3 a)､ マ イ ク ロ メータ ー
によ っ て毛葉部 (細くな っ た基部を除き､ 先端までを含めた
刺毛 の大半 の部分) と髄質 の 最大幅をともに計測し､ そ の比
率を算出した｡
検出されたネズミ類 の 同定 は､ 白歯お よ び刺毛の形態に よ っ
て 行 っ た｡ 臼歯に つ い て は 阿部ら (1994) に基 づ い て唆合面
および喫頭 の形状 を観察し､ 特に エ ゾヤ チネズ ミとミ カ ドネ
ズ ミ は 上顎第 3白歯舌側車の凹部の数 に よ っ て 区別した｡ 刺
毛 の形態は米田 (1 982) に基 づ い て観察した｡ 横断面の形状
が楕円型 で あればドブネズミまたは ク マ ネズ ミ, 凹型 で あれ
ば ア カ ネズ ミ類 (図 3 b) か ハ ツ カ ネズ ミ ､ H型 で あればヤ
チネズ ミ類 で あ る (図 3 c)｡ それ らの 種 の 同定 は毛菓長と
多包条虫症の 疫学的検討の ため の 北海道小清水町に おけ る肉食動物3種の 糞分析
毛葉径､ 色素沈着部の有無および広がりの程度によ っ て行い ,
特に ヤ チネズミ属に つ い て は色素沈着部が毛葉部の 2分のl
から 5分 の 3前後ま で達して い れば ェ ゾヤ チネズ ミ､ 2 分の
1 以下であればミ カ ドネズミ で ある (米田､ 1 982)｡ こ れら
の他 に今回のような糞分析に お い ては 小型晴乳類の切歯､ 骨
片､ 綿毛などが見出され る場合があるが､ それら による種の
同定は困難であ る｡
図3. 北海 道小清水町産食肉類 3種 の糞か ら検出され る輔乳
類 の刺毛 (a . 左 か らイ ヌ ､ キツ ネ､ ネコ の 側面観 ;
b. アカネズ ミ ; c. 工 ゾヤチネズミ ; b､ c は断面 ;
黒線は0. 05mm)
Figure3. Gu a rd hairs of mammals detected fro mfe
Tces of
thre e species ofcarnivo r e sfrom Kosh imizLL Hokkaido.
Japan (a. dog､ fox a nd cat from (eft to'right､
side view ;b. large Japane s efield mouse ; c. gr ay
red-ba cked vole ;b and c
.




野外調査全体を通じて , 126点の糞が採取苧れた. 図4 に ､
個々 の糞を排滑した動物を推定するた め の刺毛の毛菓部と髄
質の最大幅の測定結果を示す｡ キ ツネ の 剥製およびその巣穴
の周囲から採取され､ 明らか にキ ツネ のもの で ある刺毛は毛
様部全体に対して髄質が太 い ため ､ 図 の右下に分布する傾向
が明瞭であ っ た｡ ネ コ の飼育舎およびネ コ の も の で ある こ と
が確軍な小型の糞から採取され､ 明 らかにネ コ の もの で ある
刺毛に つ い て も こ の 点 は同様であ っ たが､ 同時に毛菓部, 髄
質共 に他の動物のものよりも細 い も の が多い た め , 一 部の例
外はあるが､ 分布は図の下方 に偏 っ て い た｡ 民家近くや路上
中ら採取された比較的大型 の糞は ､ い ずれもキツ早の刺毛よ
り毛菓部に対して髄質が太く ､ 図で は左上 に分布して おり､
イ ヌ のも の で あると考えられた｡ こ の よう に採取場所 と刺毛
の毛菓部と髄質の太さの比 に明瞭な関係がある こ とから､ そ
れらを組み合わせ て判断すると､ 今回民家近くで採取された
糞は大音さや場所､ 住民からの情 動 ゝらネ コ と判定されたも
の を除くと､ すべ てイ ヌの も の と判定された｡ 生活廃棄物処
理場から収集された糞は､ 図4 で は左上 に分布し, キ ツ ネで
は なくイ ヌ (お そらく野犬) のもの と考えられた｡ 以上 の結
果, 今回分析した糞は 6点がキ ツネ, 1 18点がイ ヌ ､ 2 点 が
ネ コ の も の と判定された･(表1)0
動物の刺毛の形態は齢や体 の部位などによ っ て異なるため ､
糞から検出され る刺毛の形態 によ っ て糞を排滑した動物を判
定す る こ とに は難し い 場合 があ るとされ, きら に家畜で ある
イ ヌやネ コ は様々 な品種を含み ､ それ に より体 の 大きさなど
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の 形態の種内変異がキツネの ような野生動物よりも大き い た
め ､ 特に問題があるとされる (Math iak･こ1938). しかし今
回 のように糞を排池した動物がはじめから3種に限られ て お
り､ 飼育されて い るイ ヌも大半が中型犬で あるような場合は,
こ の方法で も問題はない と考えられる｡ ただし､ 同様の研究
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図 4. 北海道小清水町産食肉類3種の刺毛 の測定結果 (丸: イ
ヌ ;四 角 : キツネ : 三 角 : ネ コ ; 黒 : 糞か ら検出 ; 白 :
剥 製などか ら比較のため採取 ; 矢印 : 野ネズミ類 の臼
歯や刺毛が発見された糞か ら の もの ; 太矢印 ; 生活廃
棄物処理場か ら採取された薫からのもの)
Figure 4. Re s ul ts of measurement of guard'hairs of
carnivo r e sfro mKoshinjzL^ HokkaidoJapa n(circle:
dogs ;｢e ctangular: foxe s ;t｢ia ngle : c ats ; open:





fo r c o mpa rison ; arro wed : frbm fecal drops
f｢om whichm olars and/o｢ guardhairs ofwildrodents
we r edetected;bold- a r r o w ed :obtained fromfecal
drops fro m awa ste poo一 site)




Re s u一ts of the､feca】exa mination of three species
of carnivo r e sin Koshimizu Townin Hokkaido
Prefecture, Japan, for epidemiologyon alveo一ar
echinococcosis




上顎 臼歯 刺毛 合計
キ ツ ネ キ ツ ネ 巣穴付近 6 エ ゾヤ チ ネズ



















イヌ飼育犬 農家とその周囲 I10 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ
野犬 生活廃棄物処理場 5 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ
ヒメ ネ ズ ミ















合 計･ 118 4 8 8
ネ コ 農 家と そ の周 囲 2 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ 1 1 1
総 計 126. 7 14 14
(*上顎臼歯のみでは種の同定に至らず､ 刺毛で種同定を行っ たもの各1例を含む)
表 2. 北海道小清水町 の食肉類3種の薫か ら検出された野ネズ
ミ類の上顎臼歯および刺毛の観察結果
Table 2. Re sults of the observation of up per molars and
guard hairs of wildmurids detected from feces of
three species of carnivore sin KoshimizuTownin
Hokkaido Pr efecture, Japan
番 上顎白歯舌 刺毛毛筆部の計測値(m皿) 色素:頓宇部長の比







4 3 5.40 士0.19







































メイ 6.20 j:0.40 0.060
6.lo 主o.40 0. 鏡)
6.20 ±0.43 0. 52
5.70 士0.31 0.0鉛
5. 班) 士0.64 0. 64
4.60j:0.33 0. 54士0.α)2
7 3 0 エゾヤチネズミ
1b o o ェゾヤチネズミ
9 1 0 エゾヤチネズミ
8 2 0 エゾヤチネズミ
8 2 0 エゾヤチネズミ
ヒメネズミ
6. 00±0.42 0. 58 9 1 0エゾヤチネズミ
6.20 土0.40 0. 70 10 0 0エゾヤチネズミ








その うち 7点から臼歯が見出された. 表 1 にこ れう■の結果を
示すと共に､ 表 2 に検出された野ネズミ の 臼歯と刺毛の観察
結果を示す｡ キ ツ ネ の糞5点 (83. 3 %) から野ネズ ミ の 刺
毛が見出され､ 2点から は臼歯が得られた｡ それら は エ ゾヤ
チネズミ ､ ミ カ ドネズミ ､ テカネズ ミ ､ ヒメ ネズ ミ の 4種を
含ん で お り､ キ ツネが様々 な野ネズミを食物として高い頻度
で利用して い る こ とが明らか で あ っ た｡ こ の こ と は､ 従来 の
北海道におけ るキ ツネの食性分析の結果 (A be､ 1975; 三 沢､
1979; 米 臥 1978;Yo neda､ 1 979､ 1982b､ 1 983) と 一 致す
るム キツ ネからの野ネズ ミ の検出率が この よう に高い の に 対
して ､ イ ヌからは 8点の糞に お い て エ ゾヤ チネズ ミ 7例､ ヒ
メ ネズ ミ 1例 のみが見 つ かり､ 検出率は6. 7 %と低か っ た｡
生活廃棄物処理場および路上から得られ､ 野犬 の も の と判定
された糞を除くと､ エ ゾヤチネズ ミ6例の みとなり､ 飼養犬
で の検出率は5. 5 %とさら に低下した｡ しかし､ 北海道 の多
包条虫症の最も重要な中間宿主で あ る エ ゾヤ チネズ ミを飼育
犬が5 %以上 の検出率に及ぶは ど摂食して い る こ とは ､ 北海
道で の ヒ トの 生活圏 に お ける この寄生虫の終宿主として ､ さ
ら に は ヒ ト へ の感染源 として のイ ヌ の重要性を示す事実で あ
る｡ ネコ に つ い て は調査した糞の点数は少ない もの の､ 1点,
50. 0 %から最も重要な中間宿主の エ ゾヤ チネズ ミ が 見出さ
れ て お り､ イ ヌ と同様 の 重要性を持 っ て い る こ と を示唆す る
も の で あろ う? 民家近く のイ ヌ とネ コ の摂食して い た野ネズ
ミ が す べ て エ ゾヤ チネズ ミ で あ っ た こ と は､ 単 に こ の種の個
体数が他の野ネズ ミ よりも多い だけで は なく ､ 他 の種が森林
を主な生息場所として い る の に 対して ､ こ の 種 だけは草原的
な環境にも進出し､ 農地 に も多数見られ る (阿部､ 198 4; 太
田∴1 984) ため で あ ると考えられ る｡
なお ､ 糞か ら右よこ の他に野ネズ ミ類 の綿毛 ､ 切歯､ 魚類 の
骨､ 植物質などが全体的 に よく検出 され､ 夏に収集した糞か
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らは昆虫も多く見出された｡ 鳥類 の 羽根が検出されたも のも
あ っ た｡ こ れらの 同定は困難であり､ 今回 は行なわなか っ た｡
人 工的な内容物として ､ 銀糸氏や ビ ニ ー ル もよく検出された｡
(3) 農家からの聞き取り調査の結果
聞き取り調査の結果を表3に示す｡ 対象とな っ たの は酪農
家4軒､ 仔ウシを育て て販売する育成農家1軒､ 畑作農家4
軒であ っ た｡ ア ン ケ ー ト調査として の例数は少ない が､ 回答
からはとんどの農家がイ ヌを飼育して おり､ 終日また は野ネ
ズ ミが活動す る夜間に放し飼い に して い る こ と､ イ ヌ の糞が
処理されず野外に放置されて い る こと が判明した｡ 種は不明
で あるが､ ネズミ を捕獲して い る飼 い イ ヌ および飼い ネ コ が
い る こ とが確かめられ､ 農家がそれを知らて い る こともわかっ
た. 大半あ農家がキツネを頻繁に目撃しており､ 表中に は記
されて い な い が､ 2軒がキ ツネ に餌を与えた ことがあ ると回
答し､ ｢飼 い イ ヌ がキ ツネと遊んで い る の を見かける｣ と証
言した農家もあ っ た｡ どちらも終宿主であ るた め直接キツネ
からイ ヌ に多包条虫が伝播する こと はない が､ 両者が緊密に
接して生活して い る こ とは ､ イ ヌ の感染が起きやすい こ とを
意味して い る ｡ 多包条虫症に関す る知識も不足して い る場合
があり､ 特にイ ヌから感染が起こる こ とを知らない と思われ
る回答がかなり見られた こ とは, 上記 の知見とあわせ て重要
な問題で あろう｡
表 3




Re sults of the que stion nair e of far mers in
KoshimizuTown in Hokkaido Prefectur e. Japan, for
epidemioJogyon alv eolar echinococc o sis (excerpt)
家業 飼いイヌに関する事項 飼いネコ に関する事項 認識してい る
形態 頭数 飼い方 排糞後 ネズミ捕獲 頭数 飼い方 ネズミ捕獲 多包条虫感柵
A氏 酪農 4 終日放餌 井処理 - 0 終日放飼 + イヌ
B氏 育成 1 終日係留 非処理 + 3 不明 + キツネ
C氏 畑作 1 卿 非処理 - 0 知らない
D氏 畑作 l 終日 僻 非処理 , + ■0 キツネ
E氏 離農 l 都 政飼 非処理 - 2 終日故国 - イヌ ･ キツネ
F氏 乾典 3譲間紳 非処理 - Op 知らない
G氏 畑作 0 終日 脚 非処理* +* 5 終日放飼 + キツネ
H氏 畑作 1 終日放飼 非処理 + 0 知らない
Ⅰ氏 酪農 4 終日放飼 非処理 - .10 キツネ
(*過去の飼育)
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多包条虫症の 疫学的検討の ため の 北海道小清水町 に おけ る肉食動物3種の 糞分析
要約
I
. 北海道 に お ける多包条虫症め疫学的研究の 一 環 として ､
1 990年5月4日から1991年5月3日 にかけて斜里郡小清水
町の9軒の農家の庭先､ 家屋周辺 ､ 畜舎の中､ 付近 の路上､
キ ツ ネの巣穴周辺,_生活廃棄物処理場などから収集した多
包条虫の終宿主となる食肉類3種(キツネ､ イ ヌ ､ ネ コ)
の糞1 26点を分析し､ 中間宿主とな る野ネズ ミ類の検出を
試みた｡
2. 個々 の糞を排出した動物の判定は､ 収集した場所 , 糞の
大きさの他 に糞中に含まれる食肉類の刺毛の形態､ 特に毛
菓部と髄質の太さの比率により行い ､ 5 点がキ ツネ､ 118
点がイ ヌ ､ 2点 がネ コ の も の で あ っ た｡
3 . エ ゾヤチネズ ミ の 上顎臼歯および刺毛がキツネ､ イ ヌ ､
ネ コ の糞各2点､ 7点､ 1 点から､ ヒ メ ネズ ミ の 刺毛がキ
ツネおよびイ ヌ の糞各1点から､ ミ カ ドネズミ の 上顎臼歯
および刺毛 およびア カ ネズ ミの刺毛がキ ツネの糞1点ず つ
から検出された｡ ア カ ネズ ミ以外の 3種は多包条虫の中間
宿主であり, 特に エ ゾヤ チネズ主は北海道 に お ける最も主
要な中間宿主であ るため､ キ ツネだけで は なく家畜であ る
イ ヌやネ コ が それらを摂食して い た こと は､ 多包条虫の疫
学上極め て重要で ある｡
4
. 聞き取り調査の結果､ 多くの農家がイ ヌを飼育しており､
終日また は野ネズ ミが活動する夜間に放し飼い にされて い
る こと､ イ ヌ の糞が野外に放置きれて い る こ と､ イ ヌ とキ
ツネが緊密に接して生活して い る こ となどが判明した｡ イ
ヌ から多包条虫症の感染が起こ る こ とを知らな い農家も見
られた｡
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